Trucking expansion in period of the high growth of economy Japan by 河村, 徳士








































































計 大 中 小 計 大 中 小
加工食品 81 89 76 81 63 45 68 72
飲料 61 ― 60 82 21 ― 19 76
食品工業計 71 89 68 82 42 45 44 74
糸，織物 47 44 43 85 49 47 46 88
衣服 90 60 77 98 91 34 88 98
繊維工業計 69 52 60 92 70 41 67 96
化学肥料 70 94 70 23 18 1 25 0
一般化学薬品（産業用・有機） 60 79 56 84 20 47 11 92
一般化学薬品（産業用・無機） 67 41 68 96 37 8 35 100
一般化学薬品（民生用） 38 ― 38 62 21 ― 20 69
石油・石炭製品 60 ― 56 99 11 ― 5 99
化学工業計 59 71 58 73 21 19 19 72
鉄鋼 56 55 72 100 6 1 47 88
非鉄金属 64 61 85 96 37 36 42 98
金属製品 87 34 76 97 61 96 53 65
金属工業計 69 50 78 98 35 44 47 84
一般機械（産業用） 62 66 61 67 47 35 58 85
一般機械（民生用） 76 ― 75 88 89 ― 89 76
農業用機械 51 ― 46 78 17 ― 11 47
電気機械（産業用） 65 65 64 99 38 31 66 99
電気機械（民生用） 57 55 72 100 24 17 75 100
輸送用機械（産業用） ― ？ 64 98 4 1 31 7
輸送用機械（民生用） 40 36 42 ― 32 49 22 ―
計量・光学機器（産業用） 94 ― 93 89 88 ― 90 50
計量・光学機器（民生用） 56 94 50 77 66 50 69 75
機械工業計 63 63 63 87 45 31 57 67























大規模工場 40 100 22 100 1 100
中規模工場 60 150 19 86 18 1800










計 大 中 小 計 大 中 小
穀類 96 100 97 94 50 74 42 89
野菜・果実 84 ― 73 98 89 ― 85 92
生鮮・冷凍魚 60 ― 71 100 74 ― 78 64
加工食品 94 100 92 94 62 23 68 91
ガラス製品，陶磁器 100 100 74 84 99 100 51 49
食品工業計 87 100 81 94 75 66 65 77
綿花・麻 36 50 47 100 25 27 23 100
繭 98 ― 98 100 93 ― 90 100
糸，織物 38 5 29 84 55 78 42 82
化学繊維 7 0 18 32 15 4 22 67
繊維工業計 45 18 48 79 47 36 44 87
石炭 13 9 11 16 7 7 1 10
非金属鉱 54 54 54 89 18 0 29 11
一般化学薬品（産業用・有機） 63 51 65 86 26 5 23 87
一般化学薬品（産業用・無機） 65 72 63 96 22 9 21 96
石油・石炭製品 89 100 58 75 3 0 10 0
化学工業計 57 57 50 72 15 4 17 41
金属鉱 97 99 74 4 6 6 20 0
非金属鉱 99 100 78 51 11 10 22 34
一般化学薬品（産業用・無機） 64 73 68 3 32 33 24 3
石油・石炭製品 52 40 63 87 4 0 6 51
鉄鋼 18 2 33 69 17 7 28 58
非鉄金属 60 61 57 56 29 32 21 7
くずもの 92 96 84 100 23 6 64 100
金属工業計 69 67 65 53 17 16 26 36
一般化学薬品（産業用・有機） 95 94 95 100 33 14 64 100
鉄鋼 50 40 64 86 29 11 59 82
非鉄金属 65 56 76 51 34 6 60 95
金属製品 66 76 59 99 65 59 66 99
（機械工業原材料品小計） 69 67 74 84 42 23 62 94
一般機械（産業用） 71 60 78 82 45 26 64 98
電気機械（産業用） 95 93 94 100 98 100 89 100
輸送用機械（産業用） 53 50 78 ― 33 26 95 ―
（機械工業部品小計） 73 68 85 91 59 51 83 99
機械工業計 71 68 79 88 51 37 73 97





















































大規模工場 34 100 21 100 19 100
中規模工場 54 159 30 143 9 47




輸送機関構成 従業員数 製 品






















































































































































































































































































































































輸送機関構成 従業員数 製 品

































































































































































工場数 工場名 工場数 工場名
なし 3 ②，③，⑨ 1 ②
県内のみ 3 ⑤，⑥，⑧ 0
関東地域内のみ 3 ①，④，⑦ 3 ①，③，④
阪神方面まで 0 3 ⑤，⑧，⑨
阪神，北陸方面まで 0 1 ⑦








工場数 工場名 工場数 工場名
なし 1 ⑥ 0
県内のみ 4 ②，③，⑤，⑧ 3 ②，⑤，⑧
関東地域内のみ 4 ①，④，⑦，⑨ 5 ①，③，④，⑥，⑨
































































営 業 用 自 家 用
トラック区 域 路 線 メーカー系列
県内 ①，⑤








































輸送機関構成 従業員数 製 品






































































































































































































輸送機関構成 従業員数 製 品































































































































































































営 業 用 自 家 用
トラック
納入先トラック 不 明
区 域 路 線 メーカー系列
県内 ⑮ ④，⑦，⑰ ⑪，⑫，⑬，⑭ ⑯
関東地域内 ③，⑧ ③ ⑥
阪神地域 ②，⑦ ③，④，⑦，⑨，⑱





























































年 次 生産額 年 次 生産額
1950 31,916 1958 134,476
1951 42,376 1959 149,258
1952 58,564 1960 176,012
1953 75,647 1961 218,075
1954 78,468 1962 265,596
1955 89,539 1963 341,141
1956 103,767 1964 423,225



























工 場 立 地







































































品 目 貨物等級 自動車選好係数 市場圏指数
最上級品
軽量・光学機器（産業用） （1）～（2） 0.94 1.06
軽量・光学機器（民生用） （1）～（2） 1.18 1.79
衣服 （1）～（2） 1.01 1.11
糸・織物 （1）～（2） 1.04 2.13
小計 1.04 1.52
上級品
電気機械（民生用） （2） 0.42 1.75
一般機械（産業用） （2）～（3） 0.76 1.61
電気機械（産業用） （2）～（3） 0.59 1.54
輸送用機械（産業用） （2）～（3） ？ ？
輸送用機械（民生用） （2）～（3） 0.80 2.50




一般化学製品（産業用・有機） （2）～（4） 0.33 1.67
一般化学製品（民生用） （2）～（4） 0.55 2.63
非鉄金属 （3） 0.58 1.56
一般機械（民生用） （3） 1.17 1.31




金属製品 （3）～（4） 0.70 1.15
加工食品 （3）～（5） 0.78 1.23
石油・石炭製品 （3）～（6） 0.18 1.67
一般化学製品（産業用・無機） （4）～（5） 0.55 1.49
鉄鋼 （4）～（5） 0.11 1.79
小計 0.46 1.47
下級品










品 目 業 種 別 貨物等級 自動車選好係数 市場圏指数
最上級品
糸・織物 （1）～（3） 1.45 2.63
繭 （2） 0.95 1.02
小計 1.20 1.83
上級品
一般機械（産業用） （2）～（3） 0.63 1.41
電気機械（産業用） （2）～（3） 1.03 1.05




一般化学製品（産業用・有機） 化学工業用 （2）～（4） 0.41 1.59
一般化学製品（産業用・有機） 機械工業用 （2）～（4） 0.35 1.05
化学繊維 （3） 2.14 14.29
非鉄金属 金属工業用 （3） 0.48 1.67




金属製品 機械工業用 （3）～（4） 0.99 1.52
鉄鋼（主として鋼鉄） 機械工業用 （3）～（4） 0.58 2.00
綿花・麻 （3）～（4） 0.70 2.78
石油・石炭製品 化学工業用 （3）～（6） 0.03 1.12
石油・石炭製品 金属工業用 （3）～（6） 0.07 1.92
加工食品 （4） 0.66 1.06
穀類 （4）～（5） 0.52 1.04
生鮮・冷凍魚 （4）～（5） 1.23 1.67
一般化学製品（産業用・無機） 化学工業用 （4）～（5） 0.34 1.54
一般化学製品（産業用・無機） 金属工業用 （4）～（5） 0.50 1.56
鉄鋼（主として銑鉄） 金属工業用 （4）～（5） 0.90 5.56
小計 0.59 1.98
下級品
野菜・果実 （4）～（7） 1.06 1.19
ガラス製品・陶磁器 食品工業用 （5） 0.99 1.00
くずもの （6） 0.25 1.09
小計 0.77 1.09
最下級品
石炭 化学工業用 （7） 0.54 7.69
金属鉱 （7）～（8） 0.06 1.03
非金属鉱 化学工業用 （7）～（11） 0.33 1.85
























トラック 国 鉄 トラック 国 鉄
最 高 最 低 小口扱 混載扱 最 高 最 低 小口扱 混載扱
50 300 270 360 340 4,370 3,960 7,010 6,420
100 370 330 410 390 5,800 5,190 8,010 7,420
150 430 390 450 420 6,970 6,310 8,810 8,020
200 490 440 500 450 8,160 7,360 9,810 8,620
250 560 510 540 490 9,520 8,760 10,610 9,420
300 600 560 580 530 10,420 9,660 11,410 10,220
350 670 620 630 560 11,770 11,010 12,410 10,820
400 720 670 670 600 12,740 11,940 13,210 11,620
450 780 740 720 640 14,000 13,200 14,210 12,420
500 830 780 760 680 14,840 14,040 15,010 13,220
600 950 900 820 720 16,940 16,140 16,210 14,020
700 1,060 1,010 890 780 19,040 18,240 17,610 15,220
800 1,180 1,130 960 840 21,140 20,340 19,010 16,420
900 1,300 1,250 1,020 900 22,240 21,440 20,210 17,620

































1級 3級 5級 7級 9級
10 3,170 9,020 9,020 9,020 9,020 9,020
20 4,770 9,730 9,020 9,020 9,020 9,020
30 6,770 10,450 9,280 9,020 9,020 9,020
40 8,000 11,170 9,780 9,450 9,250 9,050
50 9,470 11,890 10,270 9,890 9,660 9,440
70 12,420 13,330 11,320 10,770 10,480 10,190
100 16,850 15,500 12,750 12,100 11,710 11,330
140 22,250 17,200 13,920 13,140 12,680 12,220

































































































































































（58） 以下，田村敬二「医薬品 その生産と流通と輸送の現状 」日通総合研究所『輸送展望』54,
1966年。
（59） 同上書，14頁。
（60） 小売店数は，同上書，17頁。病院の数については正確な年はわからないが，同じ調査の別の記述
においてこのような数字が指摘されている。同書，30頁。
（61） 同上書，31頁。
（62） 以下，引用は，同上書，32頁。
（63） 以下，同上書，3233頁。
（64） 問屋が医薬品を貯蔵する役割を果たした可能性が想起されるが，調査の範囲では明らかではない。
高度成長期日本の拡大するトラック輸送市場 53
（65） 林采成「景気循環と景気対策」前掲『高度成長期の日本経済』。
（66） 国鉄の貨物等級制度については，前掲『貨物鉄道百三十年史』中巻，121頁。
（67） 志鎌一之『自動車交通政策の変遷』財団法人運輸故資更生協会，1955年，277283頁。市場環境に
応じた認可運賃の改定は行われており，国鉄運賃とのすりあわせがいかに判断されたのかなど重要な
論点は多いのであるが，詳しくは今後の課題としたい。
（68） この点は別稿で検討したいが，この時期すなわち1960年代前半における路線事業については，ト
ラック業界では1963年に主要「7社（新日本運輸，西濃運輸，トナミ運輸，日本通運，日本運送，
日本貨物急送，名鉄運輸）が世話役となり路線懇話会を発足させ，定額運賃の確守，交通事故防止等
に意を注いだが，なおしばらく業界の苦悩は続いた」状況にあったという。名鉄運輸株式会社社史編
集委員会編『名鉄運輸史』，1974年，224頁。また区域事業については，196063年頃は「一般にこ
の時期における区域事業は，人手不足，賃金上昇，資材高騰などの影響でコストアップに悩まされた
が，それにもかかわらず公共料金抑制のため運賃値上げは据えおかれたので，各業者ともかなり苦し
い経営環境におかれていた」という。大和運輸株式会社社史編集委員会『大和運輸五十年史』，1971
年，318頁。
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